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２ 各部の名称と概要

温湿度調節器・ブレーカー

ケーブル孔

給水口

槽内ドレン

取手

タンク給水口

加湿器レベルボックス

加湿器

背面カバーを外したところ
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３ 運転準備

本体背面の脱着板に電源コードと排水ホースが取付けてありますので外して下さい。

３．１ 給水準備

３．１．１ ポリタンクの取外し及びポリタンク給水

槽内にポリタンクが梱包されて入っていますので、取り出し、梱包を解いて下さい。

梱包を解きましたら、タンク給水口を開け、最高で１０㍑のラインまで蒸留水又は、純水を

給水して下さい。

３．１．２ ポリタンクの本体装着

給水タンクを本体左横に設置します。給水タンクの給水コックを本体給水孔から出ている

カプラーを「カチッ」と音がするまで、しっかりと差込みます。給水コックを開き、タンク給水口の

ふたをゆるめます。

３．２ 排水準備

排水口には装置各部のドレンやオーバーフロー等が集められています。

槽内ドレンや加湿器の内圧を逃がす排圧口としても機能しておりますので、排水口ホースは

ループやトラップを作らず、大気圧開放にして下さい。

加湿器の排水コックは閉まっている事を確認して下さい。（装置右側面下部の脱着板を外し確認）

コックが開いていると水が垂れ流しとなり水位不足や異常給水の原因になります。

３．３ 棚板棚段の取り付け

棚板（２枚）、棚段棒（４本、２段分）が標準で装備されております。

まず、棚段棒を使用したい位置に取付けます。段棒にはフックがありますので、フックを

槽内壁の左右にある段棒受けに差し込み、棚板をその段棒の上に乗せます。
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４ 恒温恒湿器の日常の保守と手入れの要点

４．１ 試料の装填と注意点

槽内は強制送風循環方式で、風は槽内上部では奥から手前に、槽内中央では上から下に、

槽内下部では手前から奥に向かって風が吹いています。

試料の配置は、この風の流れをなるべく妨げないようにセットしてください。

風の流れが著しく妨げられると、温度、湿度の分布が極めて悪くなります。

４．２ 試料の安全対策

本装置はマイコンシステムで制御され、その中には数々の安全対策が施されており、温度の

上限温度を設定する事により警報を発生し停止する。上限警報。温度調節器とは独立した、

過熱防止装置により温度上昇の暴走に対して、２重の安全方式を取っております。

独立過熱防止装置は温湿度調節器の操作パネル下部の赤い表示が設定温度になります。

試料が熱により変質や損壊等を起こさない温度を設定し、試料の安全を図ってください。

４．３ 試験槽内の清掃

試験槽内は常に清潔にしておいて下さい。

各壁面、底面や棚網の汚れは中性洗剤等で良くふき取り、大きなごみは手で取り除いてください。

本装置は冷却器で除湿、凝縮された水分は加湿器へ戻すリサイクル構造になっておりますので、

ごみが水と一緒に加湿器に入り込みますと加湿ヒータを痛める事があります。

４．４ 冷凍機の清掃

空冷式冷凍機では凝縮器に外気を吸い込んで高温高圧の冷媒ガスを冷却して液化しております。

凝縮器は薄いアルミ板を狭い間隔でたくさん並べてあり、この隙間を外気が流通して高温ガスを

冷却します。

したがって、この隙間に埃やごみが詰まりますと、空気の流通が悪くなり、熱交換効率が下がり、

槽内温度の下がりが悪くなったり、冷凍機の冷媒圧力が異常に高くなり装置が停止してしまう事が

あります。

このため、凝縮器の目詰まりには日常から良く注意し、定期的に清掃をする必要があります。

清掃はまず、正面左右の脱着板をはずし、凝縮器に圧縮空気などで吹き飛ばすか、掃除機で吸い取

るなどの方法できれいにして下さい。

４．５ 周囲温度の管理

年間を通して空調された部屋に設置された場合は問題ありませんが、無空調の場所に設置された

場合、特に夏期の高温多湿の時期には前項のように冷凍機の凝縮器を清掃しても装置の能力低下

や高圧異常が発生することがあります。このような場合には暫定処置として、凝縮器の前に扇風機な

どを置いて通気量を補助して頂くことで動作することもありますが、ご使用に際し本装置の周囲温度

を１５～２８℃で設定願います。

－７－



４．６ ケーブル孔の取り扱い

ケーブル孔は本体左側面にありますので、槽内に入れた試料と外部との間で電源や信号の出入りが

必要な際にご利用ください。

ケーブル孔を電線等が貫通する時は、隙間部分に布等で塞いで下さい。

開放したままですと、槽内が低温時に外気が侵入し、冷却器に着霜したり、温度降下が悪くなるので

ケーブル孔を使用しない場合には付属のシリコン栓で密封してください。

５ 湿度運転に関する諸々の要点と注意点

５．１ 調湿範囲と調湿表の見方

カタログに記載されている規格上の調湿表では、ある温度において運転可能な上限の湿度と

下限の湿度が明確な直線で囲まれた範囲として表されています。

しかし、ここで最も注意するのは、この調湿範囲は装置が最良の外的条件下において運転され、

かつ装置自身も最大の能力を出しえる状態の下で運転された場合の限界値です。

実際には、周囲の状況や試料の状態、装置自身の個体差による能力のばらつきなど様々な要因に

よって状況が変わってきますので、調湿表のように1本の線で示された範囲を全ての装置について

一様に律することは困難であります。

上記のように様々な要因によって変化する調湿範囲の限界領域は漠然としたものになります。

５．２ 湿度運転時の特性と留意点

本装置は、ボイラーによる蒸気加湿と、冷凍機の冷却コイルによる除湿とによって湿度制御を行っ

ております。

すなわち、一定の除湿能力を持った冷却器を常時運転させておき、加湿器から吹き出す蒸気量を

制御して一定の湿度を保つ方式です。

ａ）低湿度から多湿度への移行

低湿度から多湿度へ、特に装置が停止した状態から多湿状態に設定された場合は加湿器内の

水温が上がって必要な蒸気量が供給できる様になるまで多少時間がかかります。

したがって、温度、湿度とも安定するまでの間は温度が先行して安定し、その後に湿度が安定する

制御結果になります。

ｂ）多湿時から低湿度への運転

同じ多湿でも温度によって槽内の蒸気量が違います。一般的に多湿時の槽内空気には多量の水分

が含まれております。この水分を冷却器で凝縮除湿しますが、特に１００％近い飽和点の付近で運転

されたあとの槽内は各所に水滴となって水が溜まっていることがあります。

この状態では溜まっている水は蒸発気化し難く、設定された湿度まで降下するのに相当の時間を要しま

す。したがって、低湿度への移行を早く行いたい場合には一度扉を開けて、布等で水滴をきれいに

ふき取ってください。
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５．３ 高温多湿運転時の注意点

ａ） 給水管理

高温多湿で運転を行いますと加湿用水の消費が多くなります。

高温多湿の運転を行う際は給水タンク内の水量が十分にあることを確認したうえで運転を開始してく

ださい。

ｂ） 扉を開閉する際の注意点

高温多湿運転時には槽内は蒸気圧が高くなっていますので、扉を開放しますと高温の蒸気が一気

に吹き出しますので火傷に十分注意したうえで扉の開放を行ってください。

また、扉を閉める時には入り込んだ冷たい外気が高温で膨張し内圧が上がり、扉が勝手に開いたりし

ます。もしくは、加湿器の水がオーバーフローしてドレンから熱湯が吹き出しますので、十分に注意し

たうえで扉を閉めてください。

６ 給水系の概要とチェックポイント

給水系統は給水タンクから給水ポンプ、加湿レベルボックス、加湿器へ供給されます。

まず、給水タンクから給水口を通り給水ポンプへ水が供給されます。

給水ポンプは加湿器レベルボックス内の水位センサーの信号により運転を開始します。

運転を開始した、給水ポンプは加湿器レベルボックスに水を供給します。

加湿器レベルボックスと加湿器は金属製のパイプで接続されておりますので、同じ水位になります。

給水された水が加湿レベルボックス内の水位センサーの位置まで給水されますと給水ポンプは

自動で停止します。給水ポンプはベローズポンプと言う種類のポンプを使用しており、加湿器の

給水に掛かる時間は約８分ほど掛かります。

加湿器の給水された水は加湿ヒータにより加熱され蒸気加湿されます。

以上が給水のプロセスですが、給水回路に何らかの不具合がある場合には次のような現象が起き、

その一部はエラーコードで表示されます。

６．１ 加湿器水位不足（Ｅｒ．１２）

ａ）設置直後の初期給水時に起こる原因

ａ－１ 給水タンクのコックが閉まっている。

ａ－２ 給水ポンプの給水ホースが折れ曲がっている。

ａ－３ 加湿器下部の排水コックが空け放しになっている。

ａ－４ 給水ホース内の水が給水ポンプまで到達していない。

加湿器の水位不足は加湿器レベルボックス内の水位センサーで検出していますが、製品を出荷する

際に加湿器の水を全て排水しておりますので初期給水時には加湿器が満タンになるのに多少時間が

掛かります。目安として８分になります。

給水完了前に運転開始した場合、システム内では給水不足のＥｒ．１２で停止するまで３分のインター

バル時間を取っていますが加湿器が大型であったり、給水経路に何らかの異常がある場合にはエラー

として扱われます。このような場合はＰＯＷＥＲキーをＯＦＦにし、再度給水を行ってください。
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ｂ） 運転中に起こる原因と対策

ｂ－１ 給水タンクに水がなくなっている。

ｂ－２ 水位センサーの接点不良。

ｂ－３ 給水ホース内の水が給水ポンプまで到達していない。

各原因に応じた対策を行ってください。

６．２ 加湿器の空炊き（Ｅｒ．１３）

基本的には空焚きが発生しますと、加湿器内のヒータが破損していますので修理を

依頼してください。

参考までに発生の原因としては次の事があります。

①加湿器と加湿レベルボックスをつなぐ配管内にごみやスケールで閉塞し加湿器に水が

流れない。

②加湿器レベル内の水位センサーの故障により水位を感知できずに空焚きが発生した。

いずれにしてもヒータが破損している事が考えられますので点検、修理を必要とします。

６．３ 加湿用水の異常減少

給水タンク内の水が異常に減る際に考えられることは異常の原因です。

①加湿器の排水口が開け放しになっている。

②加湿器レベルボックス内の水位センサーが故障し給水され続ける。

以上の原因が考えられます。その際には排水ホース内を水が流れ出ていますので原因に応じた

対策を行ってください。

７ 冷凍機のチェックポイント

７．１ 凝縮器の目詰まり確認

凝縮器は冷凍機の冷媒ガスを空気の流れで冷却し液化ガスにする装置です。

装置側面下部の脱着板を外すと、アルミの薄板を組み合わせた箱が凝縮器になります。

この凝縮器のアルミ薄板の細かい隙間にホコリやごみが詰まってきますと空気の流れが妨げられ、

冷媒ガスが十分に冷却できなくなり高圧異常が発生します。

このため凝縮器は時々点検を行い、目詰まりのない状態で運転を行うようにしてください。

７．２ 冷却ファンの確認

凝縮器の隙間に空気を通すために凝縮器の後ろには常にファンが回っています。

モータの故障でファンが回らなくなりますとすぐに高圧異常が発生します。

高圧異常（Ｅｒ．１１）が発生した際は凝縮器の目詰まりと共にファンが回っているが確認ください。

７．３ 冷凍機について

冷凍機は高圧のフロンガスが封入されておりますので、故障の際はご一報下さい。
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８ 修理の依頼に関するお願い

８．１ この装置はシステム全体をマイクロコンピュータ搭載の温湿度調節器で管理しております。

異常や故障が発生した場合は、その部位や内容についてエラーナンバーで表示します。

故障の原因が判明しなかったり、修理不能の場合には下記事項を当社またはお買い上げの販売店に

ご連絡ください。

ａ） 貴社名、所在地、電話番号、ＦＡＸ番号、所属、ご担当者名

ｂ） お買い上げ販売店名

ｃ） 機種名（銘板に記載されいる型式製造Ｎｏ、納入年月）

ｄ） 故障内容（現在の状況、発生エラーＮｏなどできるだけ詳しく連絡ください）

ｅ） 当社に直接ご連絡を頂く場合は下記にご連絡願います。

新潟本社 ＴＥＬ ０２５６－４６－２２００ ＦＡＸ ０２５６－４６－２６０１

８．２ お買い上げ頂きましたました製品は保証書兼アンケート用紙が添付されておりますので、ご一読いた

だき、ＦＡＸにてご送信願います。

８．３ お買い上げ頂きました製品が海外に設置された場合には８．２の保証規定は適用されませんので予

めご了承下さい。

末永く当社の製品をご使用いただけますよう、よろしくお願いします。
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